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(57)【要約】
【課題】本発明は、電波識別タグが付加された情報端末
装置及びその制御方法に関する。
【解決手段】本発明による情報端末装置は、外部のＲＦ
信号を受信するＲＦ受信部、外部にＲＦ信号を送信する
ＲＦ送信部、制御及び比較判断を行うロジック部及びデ
ータ保存のためのタグメモリからなる電波識別タグ部、
及び、外部から提供されるデジタルコンテンツを前記Ｒ
Ｆ受信部及び前記ＲＦ送信部を介さずに前記タグメモリ
に直接アクセスして保存する制御部を含む。本発明によ
ると、情報端末装置に保存されているか、又は再生され
ているデジタルコンテンツを電波識別リーダー機が取付
けられた個人用デバイスに簡便に移して保存した後に利
用でき、デジタルコンテンツの活用性が大幅向上する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部のＲＦ（Radio Frequency）信号を受信するＲＦ受信部、外部にＲＦ信号を送信す
るＲＦ送信部、制御及び比較判断を行うタグロジック部及びデータの保存のためのタグメ
モリからなる電波識別タグ部；及び、
　外部から提供されるデジタルコンテンツを前記ＲＦ受信部及び前記ＲＦ送信部を介さず
に前記タグメモリに直接アクセスして保存する制御部；を含むことを特徴とする電波識別
タグが付加された情報端末装置。
【請求項２】
　前記デジタルコンテンツを外部から受信する通信インターフェース部；及び、
　前記デジタルコンテンツを前記制御部の制御により再生する再生部；を更に含むことを
特徴とする、請求項１に記載の電波識別タグが付加された情報端末装置。
【請求項３】
　前記制御部は前記デジタルコンテンツの容量が前記タグメモリの容量よりも大きい場合
、前記デジタルコンテンツを所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割して、順
次に前記タグメモリに上書きすることを特徴とする、請求項２に記載の電波識別タグが付
加された情報端末装置。
【請求項４】
　前記電波識別タグ部は電波識別タグを複数個含み、
　前記制御部は前記デジタルコンテンツの容量が前記タグメモリ一つの容量よりも大きい
場合、前記デジタルコンテンツを所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割して
、前記複数個の電波識別タグのメモリにそれぞれ並列に書込み又は上書きすることを特徴
とする、請求項２に記載の電波識別タグが付加された情報端末装置。
【請求項５】
　前記制御部は前記再生部で再生されるデジタルコンテンツに含まれたデジタルコンテン
ツ属性情報を前記タグメモリに記録することを特徴とする、請求項２に記載の電波識別タ
グが付加された情報端末装置。
【請求項６】
　前記制御部は前記タグメモリに保存されたデジタルコンテンツが前記タグメモリの容量
を超過する場合、一番最初に保存されたデジタルコンテンツを削除し、新たなデジタルコ
ンテンツを前記タグメモリに保存することを特徴とする、請求項５に記載の電波識別タグ
が付加された情報端末装置。
【請求項７】
　前記再生部は前記デジタルコンテンツを表示する表示部；を含み、
　前記制御部は前記表示部に表示されるデジタルコンテンツに含まれたテキストのうち、
使用者から指定された部分に含まれたテキストを前記タグメモリに保存することを特徴と
する、請求項２に記載の電波識別タグが付加された情報端末装置。
【請求項８】
　前記再生部は前記デジタルコンテンツを表示する表示部；を含み、
　前記制御部は前記表示部に表示されるデジタルコンテンツで使用者から指定された部分
に連係した情報を前記タグメモリに保存することを特徴とする、請求項２に記載の電波識
別タグが付加された情報端末装置。
【請求項９】
　前記タグメモリは互いに異なる複数個のデジタルコンテンツを所定の区切り子で区分し
て保存するか、又は予め所定の個数に分けられた前記タグメモリの領域別に保存し、
　前記タグロジック部は前記タグメモリに保存されている前記複数個のデジタルコンテン
ツを所定の時間間隔をおいて順次に外部の電波識別リーダー機に送信することを特徴とす
る、請求項２に記載の電波識別タグが付加された情報端末装置。
【請求項１０】
　請求項１から９のうちのいずれか一つの情報端末装置において、



(3) JP 2009-510890 A 2009.3.12

10

20

30

40

50

　前記情報端末装置はＣＤプレーヤ、ＭＰ３プレーヤ、携帯用マルチメディアプレーヤ、
デスクトップコンピュータ、ノートパソコン、ラジオ及びテレビのうちのいずれか一つで
あることを特徴とする、電波識別タグが付加された情報端末装置。
【請求項１１】
　外部から提供されるデジタルコンテンツを再生する段階；
　前記再生されるデジタルコンテンツの全体又は一部をタグメモリに直接アクセスして保
存する段階；及び、
　外部の電波識別リーダー機が所定の距離の範囲に接近すると、前記タグメモリに保存さ
れたデジタルコンテンツを前記電波識別リーダー機にＲＦ信号で送信する段階；を含むこ
とを特徴とする、電波識別タグが付加された情報端末装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記デジタルコンテンツの容量が前記タグメモリの容量よりも大きい場合、前記デジタ
ルコンテンツを所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割する段階；及び、
　前記分割されたデジタルコンテンツを順次に前記タグメモリに上書きする段階；を更に
含むことを特徴とする、請求項１１に記載の電波識別タグが付加された情報端末装置の制
御方法。
【請求項１３】
　前記デジタルコンテンツの容量が前記タグメモリ一つの容量よりも大きい場合、前記デ
ジタルコンテンツを所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割する段階を含み、
　前記分割されたデジタルコンテンツを複数個の電波識別タグのメモリにそれぞれ並列に
書込み又は上書きすることを特徴とする、請求項１１に記載の電波識別タグが付加された
情報端末装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記再生されるデジタルコンテンツに含まれたデジタルコンテンツ属性情報を前記タグ
メモリに記録することを特徴とする、請求項１１に記載の電波識別タグが付加された情報
端末装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記タグメモリに保存されたデジタルコンテンツが前記タグメモリの容量を超過する場
合、一番最初に保存されたデジタルコンテンツを削除し、新たなデジタルコンテンツを前
記タグメモリに保存することを特徴とする、請求項１１に記載の電波識別タグが付加され
た情報端末装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記デジタルコンテンツの再生は、前記デジタルコンテンツを表示部に表示することを
含み、前記表示部に表示されるデジタルコンテンツに含まれたテキストのうち、使用者か
ら指定された部分に含まれたテキストを前記タグメモリに保存する段階；を更に含むこと
を特徴とする、請求項１１に記載の電波識別タグが付加された情報端末装置の制御方法。
【請求項１７】
　前記デジタルコンテンツの再生は、前記デジタルコンテンツを表示部に表示することを
含み、前記表示部に表示されるデジタルコンテンツで使用者から指定された部分に連係し
た情報を前記タグメモリに保存する段階；を更に含むことを特徴とする、請求項１１に記
載の電波識別タグが付加された情報端末装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記タグメモリに互いに異なる複数個のデジタルコンテンツを所定の区切り子で区分し
て保存するか、又は予め所定の個数に分けられた前記タグメモリの領域別に保存し、前記
タグメモリに保存されている前記複数個のデジタルコンテンツを所定の時間間隔をおいて
順次に前記外部の電波識別リーダー機に送信することを特徴とする、請求項１１に記載の
電波識別タグが付加された情報端末装置の制御方法。
【請求項１９】
　請求項１１から１８のうちのいずれか一つの情報端末装置の制御方法において、
　前記情報端末装置はＣＤプレーヤ、ＭＰ３プレーヤ、携帯用マルチメディアプレーヤ、
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デスクトップコンピュータ、ノートパソコン、ラジオ及びテレビのいずれか一つであるこ
とを特徴とする、電波識別タグが付加された情報端末装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電波識別タグが付加された情報端末装置及びその制御方法に関し、より詳し
くは、比較的に安価且つ大衆性のある電波識別タグにより、デジタルコンテンツを電波識
別リーダー機が取付けられた個人用デバイスに提供できる、電波識別タグが付加された情
報端末装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電波識別（ｒａｄｉｏ ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ：ＲＦＩＤ
）技術は製品に付着するタグ（Ｔａｇ）に生産、流通、保管、消費の全過程に関する情報
を格納し、電波識別リーダー機（ＲＦＩＤｒｅａｄｅｒ）がアンテナを介して前記情報を
読み取り、人工衛星や移動通信網と連係して情報システムと統合して使用することを可能
とする技術である。
【０００３】
　電波識別システムの電波識別タグは、一般に単一のチップセットからなるが、電源供給
部の有無により能動型タグと手動型タグ、無線処理部が使用する周波数帯域により低周波
タグと高周波タグなどに区分される。
【０００４】
　電波識別タグの一般的な構成を見ると、演算機能とデータ入出力機能を提供する制御部
と、電波識別情報が保存されるメモリ部と、アンテナと無線通信を行う無線処理部などか
ら構成される。能動型タグの場合、電源供給部などが更に具備される。
【０００５】
　電波識別タグの制御部は、無線処理部から提供される外部信号によりメモリ部に保存さ
れた電波識別情報を入出力し、入出力される電波識別情報を無線処理部を介して外部に通
信するようにする制御機能を提供する。
【０００６】
　電波識別タグのメモリ部は、無線処理部を介して受信される外部信号により電波識別リ
ーダー機に提供する電波識別情報が保存されたメモリであり、電波識別タグの応用分野に
応じて文字、数字、記号、及び／又は二進データなどを保存することが可能である。現在
、商用化されたメモリ部の容量は２５Ｂｉｔ～５１２ＫＢｙｔｅｓと非常に多様である。
【０００７】
　電波識別タグの無線処理部は、アンテナを介して電波識別リーダー機から伝送される信
号を受信して制御部に提供し、制御部がメモリ部から抽出した電波識別情報を電波識別リ
ーダー機に送出する機能を提供する。現在、商用化された電波識別タグの無線処理部が使
用する周波数領域は１３５ＫＨｚ、１３．５６ＭＨｚ、４３３ＭＨｚ、８６０－９３０Ｍ
Ｈｚ、２．４５ＧＨｚ、５．８ＧＨｚなどと非常に多様である。
【０００８】
　電波識別システムの電波識別リーダー機は、アンテナを介して電波識別タグと送受信さ
れる電波識別情報を処理する少なくとも一つ以上のＲＦモジュール（ＲａｄｉｏＦｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ Ｍｏｄｕｌｅ）から構成され、場合によって、電波識別リーダー機には、電
波識別情報に対する一連の情報処理機能を提供するためのプログラムが具備されることが
可能である。
【０００９】
　若し、電波識別リーダー機が単なるＲＦモジュールのみからなる場合、電波識別リーダ
ー機は有線及び無線ネットワーク上で電波識別情報に対する情報処理を提供するための情
報処理システムと連動して動作する。
【００１０】
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　上述の従来の電波識別システムは、有形の製品に電波識別タグを付着させ、電波識別タ
グが付着された当該製品の生産、流通、保管、消費の全過程に関する情報の処理及び管理
を行う技術として使用されたが、有形の製品ではない符号・文字・音声・音響・イメージ
・映像などをデジタル方式で処理したデジタルコンテンツに対するタグ機能は提供してい
なかった。
【００１１】
　また、従来は電波識別システムを利用してデジタルコンテンツ自体を保管、修正、再利
用及び流通する方法が全く開示されていなかった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　従って、本発明の目的は、情報端末装置で再生されるデジタルコンテンツ又はデジタル
コンテンツに対する属性情報を電波識別リーダー機を介して使用者に提供できる、電波識
別タグが付加された情報端末装置及びその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するための本発明による電波識別タグが付加された情報端末装置は、外
部のＲＦ信号を受信するＲＦ受信部、外部にＲＦ信号を送信するＲＦ送信部、制御及び比
較判断を行うタグロジック部及びデータの保存のためのタグメモリからなる電波識別タグ
部、及び、外部から受信するデジタルコンテンツを前記ＲＦ受信部及び前記ＲＦ送信部を
介さずに前記タグメモリに直接アクセスして保存する制御部を含む。
【００１４】
　また、前記デジタルコンテンツを外部から受信する通信インターフェース部、及び、前
記デジタルコンテンツを前記制御部の制御により再生する再生部を更に含むことができる
。
【００１５】
　ここで、前記制御部は前記デジタルコンテンツの容量が前記タグメモリの容量よりも大
きい場合、前記デジタルコンテンツを所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割
して、順次に前記タグメモリに上書き（ｏｖｅｒｗｒｉｔｉｎｇ）することが好ましい。
【００１６】
　また、前記電波識別タグ部は電波識別タグを複数個含み、前記制御部は前記デジタルコ
ンテンツの容量が前記タグメモリ一つの容量よりも大きい場合、前記デジタルコンテンツ
を所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割して、前記複数個の電波識別タグの
メモリにそれぞれ並列に書込み又は上書きすることがより好ましい。
【００１７】
　一方、前記制御部は前記再生部で再生されるデジタルコンテンツに含まれたデジタルコ
ンテンツ属性情報を前記タグメモリに記録することができる。
【００１８】
　また、前記制御部は前記タグメモリに保存されたデジタルコンテンツが前記タグメモリ
の容量を超過する場合、一番最初に保存されたデジタルコンテンツを削除し、新たなデジ
タルコンテンツを前記タグメモリに保存することが好ましい。
【００１９】
　また、前記再生部は前記デジタルコンテンツを表示する表示部を含み、前記制御部は前
記表示部に表示されるデジタルコンテンツに含まれたテキストのうち、使用者から指定さ
れた部分に含まれたテキストを前記タグメモリに保存することが好ましい。
【００２０】
　また、前記再生部は前記デジタルコンテンツを表示する表示部を含み、前記制御部は前
記表示部に表示されるデジタルコンテンツで使用者から指定された部分に連係した情報を
前記タグメモリに保存するように具現することもできる。
【００２１】
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　また、前記タグメモリは互いに異なる複数個のデジタルコンテンツを所定の区切り子（
separator）で区分して保存するか、又は予め所定の個数に分けられた領域別に保存し、
前記タグロジック部は前記タグメモリに保存されている前記複数個のデジタルコンテンツ
を所定の時間間隔をおいて順次に外部の電波識別リーダー機に送信することが好ましい。
【００２２】
　ここで、前記情報端末装置はＣＤプレーヤ（ＣＤＰ：Ｃｏｍｐａｃｔ Ｄｉｓｃ ｐｌａ
ｙｅｒ）、ＭＰ３プレーヤ（ＭＰ３Ｐ：ＭＰ３ ｐｌａｙｅｒ）、携帯用マルチメディア
プレーヤ（ＰＭＰ：ｐｏｒｔａｂｌｅ ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ ｐｌａｙｅｒ）、デスクト
ップコンピュータ、ノートパソコン、ラジオ及びテレビのうちのいずれか一つであっても
よい。
【００２３】
　前記目的を達成するための本発明による電波識別タグが付加された情報端末装置の制御
方法は、外部から提供されるデジタルコンテンツを再生する段階、前記再生されるデジタ
ルコンテンツの全体又は一部をタグメモリに直接アクセスして保存する段階、及び、外部
の電波識別リーダー機が所定の距離の範囲にアクセスすると、前記タグメモリに保存され
たデジタルコンテンツを前記電波識別リーダー機にＲＦ信号で送信する段階を含む。
【００２４】
　また、前記デジタルコンテンツの容量が前記タグメモリの容量よりも大きい場合、前記
デジタルコンテンツを所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割する段階、及び
、前記分割されたデジタルコンテンツを順次に前記タグメモリに上書き（ｏｖｅｒｗｒｉ
ｔｉｎｇ）する段階を更に含む。
【００２５】
　また、前記デジタルコンテンツの容量が前記タグメモリ一つの容量よりも大きい場合、
前記デジタルコンテンツを所定の識別子を含む定められたフォーマットで分割する段階を
含み、前記分割されたデジタルコンテンツを複数個の電波識別タグのメモリにそれぞれ並
列に書込み（ｗｒｉｔｉｎｇ）又は上書き（ｏｖｅｒｗｒｉｔｉｎｇ）することが好まし
い。
【００２６】
　また、前記タグメモリに保存されたデジタルコンテンツが前記タグメモリの容量を超過
する場合、一番最初に保存されたデジタルコンテンツを削除し、新たなデジタルコンテン
ツを前記タグメモリに保存することが好ましい。
【００２７】
　また、前記デジタルコンテンツの再生は、前記デジタルコンテンツを表示部に表示する
ことを含み、前記表示部に表示されるデジタルコンテンツに含まれたテキストのうち、使
用者から指定された部分に含まれたテキストを前記タグメモリに保存する段階を更に含む
ことが好ましい。
【００２８】
　また、互いに異なる複数個のデジタルコンテンツを区切り子で区分して前記タグメモリ
に保存するか、又は予め所定の数に分割されたタグメモリの領域別に保存し、タグメモリ
に保存された複数個のデジタルコンテンツを所定の時間間隔で順次に外部の電波識別リー
ダー機に送信することが好ましい。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、情報端末装置に保存されているか、又は再生されているデジタルコン
テンツを電波識別リーダー機が取付けられた個人用デバイスに簡便に移して保存した後に
利用でき、デジタルコンテンツの活用性が大幅に向上する長所がある。
【００３０】
　特に、地下鉄駅舎又は展示場など公共の場所に設置された情報端末装置で再生されてい
るデジタルコンテンツを、個人用デバイスに簡便に移して保存した後に利用できる長所が
ある。
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【００３１】
　また、容量が制限されている電波識別タグのメモリをより効率よく制御できることによ
って、大容量のデジタルコンテンツも比較的に費用のかからない通信チャンネルである電
波識別チャンネルを介して使用者が所望する個人用デバイスに移して保存できる長所があ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　〔発明の実施のための最適の形態〕
　以下、添付した図面を参照しながら本発明について詳細に説明する。
【００３３】
　図１は本発明の一実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置のブロック図で
ある。
【００３４】
　図１を参照すると、本発明による情報端末装置１００は、再生部１１０、使用者命令入
力部１２０、通信インターフェース部１３０、電波識別タグ部１４０、保存部１５０及び
制御部１６０を含む。
【００３５】
　電波識別タグ部１４０は、ＲＦ送信部１４１ａ、ＲＦ受信部１４１ｂ、タグロジック部
１４３及びタグメモリ１４５を含む。
【００３６】
　ＲＦ受信部１４１ｂは、外部からＲＦ（Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を受信
して、受信したＲＦ信号をタグロジック部１４３に提供し、ＲＦ送信部１４１ａは、タグ
ロジック部１４３から提供されるデータに対応するＲＦ信号を外部に送信する機能を有す
る。
【００３７】
　タグロジック部１４３は、電波識別タグ部１４０の動作を制御し、ＲＦ受信部１４１ｂ
を介して受信したＲＦ信号を処理し、タグメモリ１４５に保存されたデータをＲＦ送信部
１４１ａを介して外部に送信する。
【００３８】
　タグメモリ１４５は、制御部１６０の制御により所定のデジタルコンテンツを保存し、
保存されたデジタルコンテンツをＲＦ送信部１４１ａを介して不図示の外部の電波識別リ
ーダー機に提供する。
【００３９】
　通信インターフェース部１３０は、情報端末装置１００が外部に対して又は外部から有
線又は無線でデータを送受信できるようにする機能を有する。通信インターフェース部１
３０は、有線又は無線ネットワークを介してデータが伝送される有線又は無線ネットワー
ク通信モジュールを使用して具現するか、又は放送信号を受信するチューナーで具現する
ことができる。勿論、実施例によってＣＤ-ＲＯＭドライブ、ＤＶＤドライブ、ＵＳＢポ
ートなどを通じてＣＤ-ＲＯＭ、ＤＶＤ又はＵＳＢメモリなどの保存媒体に保存されてい
るデジタルコンテンツを受信することもできる。
【００４０】
　再生部１１０は、デジタルコンテンツを制御部１６０の制御により再生する機能を遂行
する。再生部１１０は、表示部１１１及び音響出力部１１３を含むことができる。表示部
１１１は、デジタルコンテンツを制御部１６０の制御により表示する機能を遂行し、ＬＣ
Ｄパネル、ＰＤＰパネルのようなディスプレイ手段で具現することができる。音響出力部
１１３は、情報端末装置１００で再生されるデジタルコンテンツの音響の部分を出力する
機能を遂行し、スピーカで具現することができる。
【００４１】
　使用者命令入力部１２０は、情報端末装置１００の使用者から各種の命令を受信して制
御部１６０に伝達する機能を有し、実施例によってマウス、キーボード、キーパッド又は
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タッチスクリーンなどで具現することができる。
【００４２】
　保存部１５０は、各種のデータを保存する機能を有し、特に本発明による保存部１５０
は外部から入力されたデジタルコンテンツ及び情報端末装置１００の制御のための制御プ
ログラムなどを保存することができる。
【００４３】
　制御部１６０は、情報端末装置１００の全般的な動作を制御する。制御部１６０は、デ
ジタルコンテンツを表示部１１１に表示されるようにし、ＲＦ送信部１４１ａ及びＲＦ受
信部１４１ｂを介さずにタグメモリ１４５に直接アクセス（ａｃｃｅｓｓ）して、データ
の読取り（ｒｅａｄ）、書込み（ｗｒｉｔｅ）及び削除（ｄｅｌｅｔｅ）などを行うこと
が可能である。特に、本発明による制御部１６０は、デジタルコンテンツの全部又は一部
をタグメモリ１４５に保存したり削除することができる。デジタルコンテンツの属性情報
（例えば、デジタルコンテンツが映画である場合、映画のタイトル、映画監督、出演俳優
、公開日付など、デジタルコンテンツに対する各種の情報）も本発明によるデジタルコン
テンツに含まれるものと理解する。実施例によって制御部１６０はデジタル属性情報のみ
をタグメモリ１４５に保存することもできる。
【００４４】
　本実施例による情報端末装置１００は、ＣＤプレーヤ（ＣＤＰ：Ｃｏｍｐａｃｔ Ｄｉ
ｓｃｐｌａｙｅｒ）、ＭＰ３プレーヤ（ＭＰ３Ｐ：ＭＰ３ ｐｌａｙｅｒ）、携帯用マル
チメディアプレーヤ（ＰＭＰ：ｐｏｒｔａｂｌｅ ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ ｐｌａｙｅｒ）
、デスクトップコンピューター、ノートパソコン、ラジオ及びテレビのような個人用デバ
イスに電波識別タグを付加して具現することができる。
〔発明の実施のための形態〕
　図２は本発明の他の実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置のブロック図
である。図２の実施例では、本発明による情報端末装置がラジオである場合について説明
する。
【００４５】
　図２を参照すると、本発明の他の実施例による情報端末装置２００は、ラジオ放送信号
を捕捉するアンテナ２１１、ラジオチャンネルを選局するチューナー２１２、放送を聴取
者に伝達するためのスピーカ２１３、音声の大きさを調節するボリューム調節部２１４、
レシーバーを挿入するレシーバー連結ジャック２１５、電源を供給する電源部２１６、ア
ナログ信号をデジタル信号に変換するアナログデジタル（Ａ／Ｄ）変換部２１７、ラジオ
放送信号のうちデジタル情報を抽出するデジタルコンテンツ抽出部２１８、デジタルコン
テンツを保存するメモリ部２１９及び情報端末装置２００を全体的に制御する制御部２２
０及び電波識別タグ２３０を含む。制御部２２０は、電波識別タグ２３０のタグメモリ２
３７をバスあるいはポート（図示せず）を介して直接アクセスでき、タグメモリ２３７の
データの読取り、書込み及び削除などが可能である。
【００４６】
　最近、放送局でアナログ放送に歌の歌詞と歌手の身上明細など、その歌に対する付加的
な情報を含むデジタルコンテンツを同時に送出している。図２に例示した情報端末装置に
よると、ラジオ放送を聴取していた聴取者が電波識別リーダー機が取付けられた携帯電話
機又はＰＤＡを本発明によるラジオにアクセス（接近）させて、現在ラジオから流れてい
る歌の歌詞を携帯電話機又はＰＤＡの画面で確認できる。これを図３を参照しながらより
詳しく説明する。
【００４７】
　図３は図２の情報端末装置２００の動作を説明するためのフローチャートである。
【００４８】
　図２及び図３を参照すると、先ず、電源部２１６を介してラジオ２００に電源が供給さ
れた状態で、チューナー２１２により選局されたラジオチャンネルの放送信号がアンテナ
２１１を介して受信されると（Ｓ３１０）、制御部２２０は受信された放送信号をスピー
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カ２１３を介して出力することによって、放送局のアナログ放送は聴取者に伝達される（
Ｓ３２０）。
【００４９】
　次に、アナログ放送信号と共に送出されたデジタルコンテンツはデジタルコンテンツ抽
出部２１８で抽出されて制御部２２０によりタグメモリ２３７に記録される（Ｓ３３０）
。
【００５０】
　その後、使用者が放送聴取中に電波識別リーダー機が取付けられた携帯電話機又はＰＤ
Ａを情報端末装置２００の所定の距離の範囲内にアクセスさせると（Ｓ３４０-Ｙ）、電
波識別タグ２３０はタグメモリ２３７に保存されたデジタルコンテンツをＲＦ信号で送信
する（Ｓ３５０）。
【００５１】
　最後に、電波識別リーダー機が取付けられた携帯電話機又はＰＤＡは、電波識別タグ２
３７から受信したデジタルコンテンツを不図示のディスプレイ手段を通じて表示すること
によって使用者が確認できるようにする（Ｓ３６０）。
【００５２】
　一方、制御部２２０は新たなデジタルコンテンツが受信されると、タグメモリ２３７に
先に記録されているデジタルコンテンツを削除し、新たなデジタルコンテンツを記録する
ように具現することができる。
【００５３】
　実施例によってはタグメモリ２３７に互いに異なるデジタルコンテンツを順次に保存し
、メモリ容量が超過するようになると、一番最初にタグメモリに保存されたデジタルコン
テンツを削除し、新たに受信されたデジタルコンテンツをタグメモリ２３７に記録するよ
うに具現することもできる。この場合、タグメモリ２３７に保存されるデジタルコンテン
ツは所定の区切り子で区分して保存するか、又はタグメモリ２３７を予め所定の個数の領
域に分けて領域別にデジタルコンテンツが保存されるようにすることもできる。このよう
に、タグメモリ２３７に複数個のデジタルコンテンツが保存されるようにすれば、現在放
送中の歌に対する情報だけではなく、過去放送された歌に対する情報も共に確認できる。
【００５４】
　タグメモリ２３７に複数個のデジタルコンテンツが保存されるようにした場合、電波識
別タグ２３０のタグロジック部２３５は、タグメモリ２３７に保存されている複数個のデ
ジタルコンテンツを所定の時間間隔をおいて順次に電波識別リーダー機に送信することが
できる。
【００５５】
　本実施例によれば、現在放送されている音楽に対する情報（タイトル、歌手、歌詞など
）と放送プログラム情報を放送と同時にデジタルデータ形態で使用者にサービスできる。
使用者はラジオ放送のうち記憶しておきたい音楽情報を電波識別リーダー機が取付けられ
た個人用デバイスを介して確認した後に保存できる。
【００５６】
　上述では本発明による情報端末装置の実施例としてラジオを例に挙げて説明したが、Ｍ
Ｐ３（以下、‘ＭＰ３’という）プレーヤにも本発明を適用することができる。ＭＰ３プ
レーヤにはデジタル化した音源データと、音源データと関連する情報を有するデジタルコ
ンテンツとが共に保存できる。本発明による電波識別タグが付加されたＭＰ３プレーヤは
、音源データが再生される際、当該音源データに対するデジタルコンテンツ情報を電波識
別タグのメモリに記録することによって、電波識別リーダー機が取付けられた携帯電話機
あるいはＰＤＡにデジタルコンテンツ情報が伝達されるようにし、その結果、使用者が現
在再生される音源データに対する情報を確認できる。同様に、本発明による電波識別タグ
が付加された情報端末装置はＣＤプレーヤ、テレビ、コンピュータにも適用できる。
【００５７】
　一方、本実施例で電波識別リーダー機が取付けられた携帯電話機又はＰＤＡを介して使
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用者がデジタルコンテンツを確認できるものと説明したが、これに限定されない。例えば
、個人用コンピュータにも電波識別リーダー機を取付けてタグメモリに保存されているデ
ジタルコンテンツを確認でき、デジタル時計又はモニター機能付き眼鏡などにも電波識別
リーダー機を取付けてデジタルコンテンツを確認できる。つまり、全ての個人用デバイス
に電波識別リーダー機を取付けてタグメモリに保存されたデジタルコンテンツを確認する
ことに活用できる。ここで、電波識別リーダー機はそれ自体にディスプレイ手段を具備し
て電波識別タグから伝送されたデジタルコンテンツを表示するか、又は電波識別リーダー
機が取付けられた個人用デバイスに具備されたディスプレイ手段を介してデジタルコンテ
ンツを表示することができる。
【００５８】
　図４は本発明の一実施例による情報端末装置においてデジタルコンテンツがタグメモリ
に保存されるフォーマットを説明するための図である。
【００５９】
　図１及び図４を参照すると、デジタルコンテンツの容量が電波識別タグ１４０のメモリ
１４５の容量に比べて大きい場合があり得る。従って、このような場合には電波識別リー
ダー機と電波識別タグの間の規約に従ってデジタルコンテンツを分割して伝送することに
よって、タグメモリ１４５の容量限界を克服できる。フォーマット４００には識別子４１
０と分割されたデジタルコンテンツデータ４２０が含まれる。必要な時にはチェックデジ
ット４３０をさらに付加することができる。情報端末装置の制御部１６０ではデジタルコ
ンテンツがタグメモリ１４５の容量より大きい場合、タグメモリ１４５の容量に合うよう
にデジタルコンテンツを分割した後に識別子を付加し、分割したデジタルコンテンツをタ
グメモリ１４５に書込みあるいは上書き（ｏｖｅｒｗｒｉｔｉｎｇ）する。電波識別リー
ダー機は識別子及びデジタルコンテンツを受信し、これを電波識別リーダー機のバッファ
ーに一時保存する。電波識別リーダー機は定められた規約に従ってタグメモリを反復して
読み取り、識別子が違う場合、これを再び読み取ってバッファーに付け加える。電波識別
リーダー機は識別子が最後を知らせるまでタグメモリ１４５の読取りを反復する。識別子
が最後を知らせると、デジタルコンテンツを保存しディスプレイする。勿論、電波識別リ
ーダー機はデジタルコンテンツの分割受信中にも既に受信されたデジタルコンテンツを先
にディスプレイすると同時に、残りのデジタルコンテンツを継続して受信することもでき
る。
【００６０】
　一方、情報端末装置が外部から情報を受信して情報端末装置のメモリに保存し、これを
時間遅延（Ｔｉｍｅ Ｄｅｌａｙ）して電波識別タグメモリに書込むこともできる。この
ような時間遅延は具体的な情報端末装置の実現に連関するので、本発明ではこれに関する
詳細な説明は省略する。
【００６１】
　図５は本発明の他の実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置のブロック図
である。
【００６２】
　図５を参照すると、情報端末装置５００に複数個の電波識別タグ部が付加されている。
本実施例では説明の便宜のために制御部５１０と電波識別タグ部５２０、５３０、５４０
のみを例示したが、より多くの電波識別タグ部が情報端末装置５００に付加され得る。
【００６３】
　情報端末装置５００の制御部５１０は、デジタルコンテンツがタグメモリ５２０、５３
０、５４０一つの容量よりも大きい場合、タグメモリ５２０、５３０、５４０の容量に合
うようにデジタルコンテンツを分割した後、図４で例示したような識別子を付加して複数
個の電波識別タグ部５２０、５３０、５４０のタグメモリに並列に書込みあるいは上書き
する。電波識別リーダー機は、複数個の電波識別タグ部５２０、５３０、５４０のタグメ
モリに保存されているデジタルコンテンツを並列に受信した後に結合してデジタルコンテ
ンツを保存しディスプレイすることができる。
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【００６４】
　図５の実施例で説明する複数個の電波識別タグが付加された情報端末装置は、大容量の
デジタルコンテンツを送信するに際して使用されるだけではなく、互いに異なる複数個の
デジタルコンテンツを複数個の電波識別タグ部５２０、５３０、５４０のタグメモリに保
存した後に電波識別リーダー機に並列に提供することもできる。
【００６５】
　図６は本発明の他の実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置の制御方法を
説明するためのフローチャートである。図７は画面に表示されたテキストのうち、使用者
から一定の部分が指定されたものを例示した図面である。図６の実施例はコンピュータ、
ノートパソコン又はＰＤＡなどのように画面に表示されたテキストのうち、一定の部分を
使用者が指定できる情報端末装置に適用することができる。
【００６６】
　図１、図６及び図７を参照すると、先ず、図７に例示したように、画面７００に表示さ
れたテキストのうち、所定の部分７１０が使用者から指定された後（Ｓ６１０）、コピー
が選択されると（Ｓ６２０）、制御部１６０は使用者から指定された部分７１０に含まれ
ているテキストである「ＡｎＲＦＩＤ ｔａｇ」をタグメモリ１４５に保存する（Ｓ６３
０）。
【００６７】
　その後、使用者が電波識別リーダー機を情報端末装置１００にアクセスさせると（Ｓ６
４０-Ｙ）、電波識別タグ１４０はタグメモリ１４５に保存されているテキストである「
Ａｎ ＲＦＩＤｔａｇ」を電波識別リーダー機にＲＦ信号で送信して（Ｓ６５０）電波識
別リーダー機が取付けられた装置に保存し、ディスプレイされるようにする（Ｓ６６０）
。
【００６８】
　つまり、使用者はコンピュータ画面に表示されるテキストのうち、自分が所望する内容
をマウスでドラッグしてブロックを指定した後にコピーを選択すると、当該テキストを電
波識別リーダー機が取付けられた個人デバイスに移して保存できる。例えば、本発明によ
る電波識別タグが付加されたコンピュータと電波識別リーダー機が取付けられた携帯電話
機を共に使用する使用者は、コンピュータを通じてインターネット上で自分が行きたい食
堂を検索し、当該検索結果で表示されるウェブページ上で当該食堂の電話番号をマウスで
ドラッグして指定した後にコピーを選択すると、携帯電話機に電話番号が保存されるよう
にできる。
【００６９】
　本実施例では画面に表示されるテキストのうち、使用者が指定した部分のテキストがタ
グメモリに保存されることについて説明したが、次のように変形して実施することもでき
る。
【００７０】
　使用者が指定した部分のテキストと連係（リンク）した情報がある場合、制御部１６０
は当該テキストに連係した情報をタグメモリ１４５に保存させるように具現することもで
きる。例えば、画面に表示されたテキストのうち、使用者が指定した部分が映画のタイト
ルであり、情報端末装置１００に映画監督、出演俳優、上映劇場などの当該映画に連係し
た情報が保存されている場合、制御部１６０は連係情報をタグメモリ１４５に保存するよ
うに具現することができる。
【００７１】
　勿論、画面に表示されるイメージのうち使用者から選択された部分に連係した情報をタ
グメモリに保存させるように具現することもできる。例えば、画面に表示されたイメージ
のうち使用者が指定した部分が特定の歌手の顔であり、情報端末装置１００に当該歌手に
連係した情報、たとえば、歌のタイトル、歌詞、個人ウェブページ（ミニホームページ、
ブログ、プラネットなど）アドレスが保存されている場合、制御部１６０は連係情報をタ
グメモリ１４５に保存するように具現することもできる。
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　上述で説明したように、本発明による装置及び方法を通じて情報端末装置から電波識別
リーダー機が取付けられた個人用デバイスに移されて保存されるデジタルコンテンツは多
様な形態が可能である。例えば、情報端末装置で再生されるデジタルコンテンツ自体が個
人用デバイスに全部又は一部移されるだけではなく、デジタルコンテンツに対する属性情
報が移されることもできる。また、デジタルコンテンツがインターネット上でサービス（
提供）される場合、当該デジタルコンテンツが位置するインターネットアドレスに該当す
るＵＲＬ（ｕｎｉｆｏｒｍ ｒｅｓｏｕｒｃｅ ｌｏｃａｔｏｒ）が個人用デバイスに移さ
れることもできる。これによれば、使用者は情報端末装置からＵＲＬを獲得した個人用デ
バイスを通じて当該デジタルコンテンツを利用することもできる。
【００７３】
　以上、本発明を好適な実施例に則して詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに限
定されず、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変
形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明は情報通信産業及びデジタルコンテンツ産業で利用されてデジタルコンテンツの
活用性を大幅向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の一実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置のブロック図で
ある。
【図２】本発明の他の実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置のブロック図
である。
【図３】図２の情報端末装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【図４】本発明の一実施例による情報端末装置でデジタルコンテンツがタグメモリに保存
されるフォーマットを説明するための図面である。
【図５】本発明の他の実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置のブロック図
である。
【図６】本発明の他の実施例による電波識別タグが付加された情報端末装置の制御方法を
説明するためのフローチャートである。
【図７】画面に表示されたテキストのうち、使用者から一定の部分が指定されたものを例
示する図面である。
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